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大阪外国語大学論集策3G号（2004年）

西暦9・10世紀のアラビア語地理文献について
　　　　　一人文地理を中心に一（2－2）

竹　田 新

　　0藍Arabic　Geogra擁ica1　Works
iR　the　gth　and　10th　Centuries（2－2）

TAKEDA　Sh圭n

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（4）

　王bn　Rustih（或いはRusta）の名で知られるAbポAlf　Allmad　b．‘Umarはa1－jibalのISfahan

の人で，2901903年にMal《ka・al－Madfnaを訪れた後，険重品』という大部の百科全書を著

したav。しかし，現在に伝わるのは，主に地理を扱った第7巻のみである。

　地理の本論は，Makkaとal－Katba〈・聖モスクなど〉，　a1－MadiRa〈と預言者モスク〉，大

地の奇事，国々の奇質，海洋，河川，7iqltm（“気候帯”）とその有名な都市の名，　iranshahr

（イラン）とas－Sawad，　Baghdad，§a簸客（サナア），　Saba’，　Mi§r，　Qus書antinfyaとその王，

ar－Rarniya（ローマ），　al－HiRd，　al－Khazar，　Burdas，　Bulkar（ブルガール），　al－Majghartya（マ

ジャール），a§一＄aqlabfya（スラヴ），　ar－RGsiya，　as－Sarir（アヴァル），　al－Lan（アラーン），

YajajとMajal，　Tabaristan，1§fahan，平安の都一ar－Rayy－Naysabar－Hirat〈など〉－

Sijistan〈など〉の道，　Baghdad－〈al－Madlna－＞Makkaの道とal－Ba§raほか各地からの

Makka・al－Madinaへの道など，　Baghdad－Wasit－Sdq　a1－Ahwaz－Arra海一Shirazの道

など，の記述であるが，地理の本論より先に記されるコスモグラフィーにも，大地は球形，

地球は天球の中心，大地とその形状・大きさ・組成など，大地の形状に関する諸人の意見

の稲違，の記述が見られるes｝。

　この書のコスモグラフィーを地理書の序論とみるならば，従来の地理書のそれよりはか

なり詳しい。クルアーンの聖句を拠り所として多用しながら，al－FarghaRf（2471861年以後

没）の臨と天体運動との学の集成憲なども利用して，いわゆる科学的な記述を行なって

おり，大地の慮転説さえ挙げているew｝1。本論に入ると，al－Azraqi（2441858年頃没）のilメッ

カ史選及びlbn　Zabbala（1981814年以後没）の「メディナ史」を利用したMakka・al－Madlna

両聖都の記述が詳細である一方，Bagkdadの記述が簡単なこと，更には，楽然とも言えよ

うが，著者の故郷（1§fahan）の記述も詳しいことが，まず目に付く。そして，イスラーム

圏外の記述は，Ibn　Khurdadhbih（或いはKhurradadhbih，2721885年以後没）の『諸道と諸

国』や下記のal－Jayhaniの地理書の草稿を利用したものも多いと言われる671が，　QustaRtiniya

の甜事（当地で捕囚された｝lar倉n　b．　Yahya談），　Khum含r（クメール）の記事（当地に2年
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滞在したAbポAbd　Allah　M晦ammad　b。　Is頃q談），　al－Khazar以下の北方の記事など，資料

的価値の高いものが陰立つ。また，最後に置かれた道程の記述はBaghdad及びMakkaを基

点とするもので，Ibn　Khurdadhbihの前掲地理書以来のものと大差ないが，北方及び西方へ

の道程の記述が省略されている。Ibn　Rust童hの書は，イスラーム圏内が申心の「諸道と諸国

の学」と，イスラーム圏外が申心の「国々の奇事の学」というイスラーム記述（地誌的）

地理学の両分野に跨がり，かつ後述する数理天文地理学の分野をも一部カバーしており，

イスラーム地理百科と言ってもおかしくない内容である。以後，Isbaq　b．　a1輩usaynの前掲

書，ath－Tha’alib？（42911038年没）のK．　Lata’if　al－ma“dirtf『洒落た逸話』，　al－Bakr1　’　al－ldrlsi

の各葭掲書，al－Qazwiniの隔国の古蹴，　an－Nuwayrfの前掲書，　as－Samhadf（91111506年

没）のKK勉冨喚厩泌繊晦扉α娩腋γ磁γα1－M醸α露響アル・ムスタファー邸に関する情報の

充足からの要編などに利用・引用されるes＞。

al－Jayhanfの名で知られるAbα璽Abd　AIIah　M噸㎜ad　b。　A晦d　b．　Na＄rは，3021914年に

サーマーン朝第4代君主Nasr　b。　Ahmad（在位301－311913－43年）の宰相となり，3091921年

にはBukhEtr2に立ち寄った前述のll）n　Fadlanとも会見している人物である69｝が，各地から

の使節などに情報を求め，3101922年頃に響諸道と諸国』（別名，κα〃廊6励β〃2αソ加’認

辮α魏疏肩諸国の知識に関する諸道』）という地理書を編んだのではないかと考えられる7e｝。

　この書は現存しないのだが，al－Masく樋の醍書と再考璽によれば，世界の奇事，町，

都，海，川，民，住地などを記述したものらしい71｝。また，al－Muqaddas盆の前掲書によれば，

7巻から成り，世界を7つのiqlfm（“気候帯”かkeshvar）に分けて，各iql貢nに支配星

（太陽，月，5大遊星）を配し，東旙南北への街道を述べ，その道筋に広がる平地，由地，

渓谷，丘陵，森林，河規を説明するほか，各地の租税額を詳記したり，al－HiRdやas－Sind

の奇事を描いたりし，天体にも言及するものらしい72｝。

　al－Jayhaniの『諸道と諸国』は，　Ib難Khurdadhbihの購名の行政地理書を模したものでは

なかったかと考えられる731が，“珍しい情報や素敵な話”によってlbn　Khurdadhbihの書の

無味乾燥な記述を中和した作品，咽々の奇事の学」的要素の混入した「諸道と諸国の学」の

書と言えるのではなかろうか。そして，aYMastadiの『提言と再考選をはじめ，　Mutahhar

al－Maqdisi・IbR　ljawqal・al－Muqaddasf・ath－Thatalibiの各前掲書，　al－B1rdn2（44211050年以後

没）のK．al－Atlnir　al．bdqiya　tan　abqurEn　ai－lehGliya竃過ぎし世紀からの残跡茎とK．　ff　TaS？qfq襯δ

12．賢伽4響インドの事物の究明蕩とK．翫雇詔厩磁ッ読泌α甥魏碗麟偽膨加照s碗診α1．masalein

維地間の距離を正すための諸噺の位置決定』，al－’Udhri　・　al－Bakrf・al一猛is宝の各前掲書，　a1－

Marwazf（51411120年以後没）の1（恥施？必加ッ伽伽働物の本性』，　a1－Kharaql（53311138

年没）のκ砿襯勧6爾4γ励ガ吻s魏認晦々『天体の分類理解の極み』，yaqatの前掲書，

al－Qazwiniの響諸国の古蹴，　Abポ1－Fid会’・alMaqrfzfの各前掲書などに利用・引用される74｝。

また，Ibn　Rustihがal－Jayhaniの初期の草稿を利用したというのがこれまでの通説である7s）。

　M瑛ahhar　b。　Tahirはその出虞名al－MaqdisrからBayt　al－Maqdis（エルサレム）の人らしい

が，sijistaRのBustに暮らし，3551966年頃にサーマーン朝の或る宰相のために歴史が中心

の颪科全書『翻始と歴史澄（或いはκβoずo読勲伽槻払励脅ゐ『創始と歴史』を著した7St。
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　この書は22章から成るが，地理に関しては第13章が7“気候帯”，海洋，河川，諸国

la＄一§短，　al－Hind，　Tubbat，　Yaj3jとMajGj，　at－Turk，　al－Khazarとar－Rgs，　ar－Rarn，　al－Barbar，

al－　Habasha（アビシニア），　al－Bisharfya（al－Bisharrn），　az－Zanj，イスラームの地：al一耳ijaz

al－Yaman　ash－Sham　Mi＄r　al－Maghrib　a頁r会q　al－Jazfra　as・Sawad　Adharbayl蝕とArm2niya　al－

Ahwaz　Faris　Kirm蝕とSijistanとMakran　al－Jib会1〈とad－Daylam＞Khurasan〈とM参wara’an－

Nahr＞1，聖地・モスク，辺境，大地の奇事，種族の奇事，町村の建設者，国々の荒廃くの

原園〉を扱うほか，第7章に天地の翻造，第12章に人々の宗教・信条の記述が見られるη）。

　諸国の描写において内容的には目新しいものはないが，居住世界を満遍なく取り扱い，

イスラーム圏外の地は各々に範囲・住民・風土・習俗などを，イスラームの地に関しては

範囲・都市・租税などを叙述している。但し，イスラーム圏内の描写では慣例たる街道の

記述が，aL“lraqからMakkaへの道（聖地・モスクの項中）以外に見られない。ともあれ，

第7章のコスモグラフィーも包括的であり，この書は簡潔でバランスのとれた地理百科を

提供してくれる。以後，YaqatとIbn　alWWardiの各蘭掲書などに利用・引用される。

　aLHamdan宝すなわちal－YamaRのHamdan族に属するAbO　Muhammad　al－Hasan　b．　Ahmad

b、Ya’qGb　b．　Yfisuf　b．　DawGdは，王bn　a環a’ikやlb難Ab宝’（1－Durnaynaの名でも知られる78｝。

§an｛a’に生まれ育ち，　Makkaで諸学を修めた後，　al－YamaRに戻り，Rayda及び§at　daに暮ら

し，最後は政治的紛争に巻き込まれて§an“2’で獄死した，民俗学の大家かつ詩人である。

著書は10巻に及ぶ郷土誌、K　al－ffelil『王冠』ほか，多方面（考古学・系譜学～化学・哲学）

にわたっているが，3081920年以後に，地理書『アラビア半島の特鰯（別名Kノ磁7厩必

㌧Arab　wa－asmd’　bit（ld－h6　wa－awdi　at－ha”　wa－man　yask％nu－Jta　ilアラビア半島と，その各地とワジ

と住民との名前還などか）を著した79｝。

　この地理書は，最も優れた居住地に関してほか，Ba鐸mas（Ptolemaeus）による“気候

借”分割に関して，BatllmGsに基づく北半球各地の区分，経度と緯度に関する人々の見解

の枳違，Bat1宝懸sに基づく居住地の住民の性質に関する総論，岡じく各論、アラビアの有

名な町々の経度と緯度に関して；アラビア半島の特質，al－Yaman住民によるこの半島の区

分に関して，a1－YamaR　al－Khadra’（沃野地域）の特質，海の島々，　al－YamaR　at－TihamSya（海

岸地域）の町々，al－Yarnan　an－Najdiya（高原地域）などの町々，§an窓の町，　al－Yarnanに

あるas－Sarahの山，　as－Sarahの諸ワジ，　as－Sarahの諸遺跡，　al－Jawf，　al－Yamanのlja〈lramawt，

恥myarの傾斜地と諸ワジと住民，　Madhbijの傾斜地，〈a1－Ma望会fir・Jayshan・Ma’rib・　Dhim2r

などの地区〉，｝｛amd加地方，　Khawlan　Qu訟a地方の孚a璽da地区，　Jurashとその周囲，　al－Yaman

のTi醸ma，〈有名な山々，危険地点，居住地，　a1－Yamanの植物，半島住民の雷語，水場，

鉱山，風〉，塩水，Najdの木，　Najdの枯れ斬れる華の名，　Najdなどの土地の特質，アラビ

ア半島のal－cAr“dの特質，　al－Yamama；al－Yaman・Najd・al－tAr（IG・a欝raq・ash－Sha’m間に

ある有名な場所とこれらを通るal－’lraq街道，　Juhaynaの地，　aFA搬φとNajdとのDiyar

Rabi“a，詩人たちの詩句，　al－’lraq・ash－Sha’m・al－Yaman問にあるアラブ人居住地の集合，

〈al－tlr2q・Makka街道，騒n窓街道，’Adan街道，翠adkamawt街遵など〉；al－Yamanの諸奇

事；アラブ人居住地に関する詩集；巡礼に関するrajaz調の詩；という内容である”））。
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　この書も序論は数理・天文地理学に関する部分で，Ptolemaeus系統の「経度と緯度の学」

の優れた紹介となっている。本論のアラビア半島（Tihama，　al－9ijaz，　Najd，　al－’Ar（1φ，　al－Yaman

に分かれる）の地誌はal－Yamanの記述が申心となっている。これは半島内の他地域の記述

が基本的に旅行者からの情報と地名辞典など先人の著作とによっているのに対し，aL

Yamanの記事が先人の著作も利屠するが，主にal－HamdaRi自身の観察によって書かれたも

のであるからだと言えよう。特に，植物や遺跡のきめ組かい描写は他書の追従を許さな

い。また，盛んに古詩から地理的情報を引き出し，現在（執筆当時）と過去とを巧みに組

み合わせた地誌を作り鐵している。以後，｛a1－Bakr宝の前掲書と1（1臨ソ㈱磁珈知規雛

読地名辞典劃，Yaq3tの前掲書，　a1－Qazwfnlの『国々の古跡選，　al－Qalqashand2・al－Himyariの

各前掲書などに利用・引用される。

　また，al－Hamdanfの主著狂冠選も南アラビアに関する多くの地理情報を含み，地理書

共々，この地域の研究には欠かせぬ資料を提供する8’｝。

　問じアラビア半島を扱っている書として，Lughda　al－1＄fahan？という名で知られる雷辞学

者AbポA11　al－Has鍛b．　’Abd　Allah（3101922年頃没）が著したとされるκβ磁4必㌧4耀∂ドァ

ラブの地』もあるs2＞。但し，この書はal－A＄mats（2131828年没）が著したK．　Jazfrat　al－“Arab

ilアラビア半島邊という作品であると考える説も見られる83）。

　この著作は泌璃azとNajdとal－Yamamaとal－Hijaz　＃t部（？Tihama）における各部族の土

地・水場・由地・居住地，各地域からMakkaやa1－Basraへの道などについて説明しており，

一種の地名辞典とも言える内容であるew）。以後，　az－Zamakhsharf（53811145年没）の1（認

Amke’na　wa－’IV’ibdil　wa．’1－miydih　if諸地と山地と水場渥，　Aba’1－Fat摯a1－lskandar宝（Na＄r　b．町Abd　ar－

Ralpman，56111166年没）の1（αん肋獅κα繊4ノ吻効磁一刃擁博諸地と水場と山地雲やyaqgt

の前掲書などに利用・引用されたと考えられる軌

　その他，アラビア半島の主に地名を扱ったものには，伝聞によれば，as－Sakani（Aba

tUbayd　Allah　A摯mad　b．　al翠asan，3341945年以後没）のK、45麗物砂励観、47励「アラブの水

場名」－Yaq食£の前掲書が利用か一，　asS趾頷（A髄Satld　a1－Hasan　b．　tAbd　Allah　b．　al－

Marzuban，3681979年頃没）のK加魏飽瓦4励「アラビア半島」－Yaqatの甫掲書が言及

一
などもあったようだS6｝。

　更には，言辞学的書物のうち，al－Azharf（Aba　Man§（ir　Mubammad　b．　Abmad　b．　a1－Azhar，

3701980年没）のK乃劒励α〃㎎勲『言語の矯購はアラビア半島（特に東部）の諸所に

関する記述を含み，Y2qαtの前掲書に多数の引用が見られるほか，　al－QalqashandSの前掲書

などにも利用・引用されており，また，al－Jawhari（AbO　Na§r　lsm2cfl　b．耳ammad，39311002年

以後没）のK7切α磁g勿繊輝加卸露1劾加陪語の王冠とアラビア語の正用灘はアラ

ビア半島各地ほかの地名を説明しており，S玉b㌻b。　a1Jawz貧の前掲歴史書の地理部分やAba　’1－

Fida’の前掲書などに盛んに利用・引用されている鴨

　Abmad　ar－RazfすなわちAba　Bakr　A麺mad　b．　Muhammad　b．　Mifsa　b．　BashSr　b．　janRad　b．　Laqit

al－Kinani　ar－Riiz？（ar－Rayy人一父の出身地に因む一）は，　al－Andalusに生まれ，　Qurζuba（コ

ルドバ）で碩学たちに教えを受け，aLAndalus史の大家となった人物で，ヨーロッパでは
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Elmore　Elrasisの名で知られるss＞。

　彼のal－Andalus誌は歴史書1（激妨47〃2％1磁αMη4α嬬冨アンダルス諸王史毒の序と考え

られ89），現在，アラビア語原本が不明であるが，ポルトガル語およびカスティリア語の翻

訳本が知られており，それらに従うと，al－Andalusの概観；a1－Andalusの長所；al－Andalus

各地方の描写：Qur餌ba，　Qabra（カブラ），　Ilb？ra（エルビラ），　Jayyan（ハエン），　Tudmtr，

BalaRsiya（バレンシア），　Tu雌sha（トルトーサ），　Tarr欲伽a（タラゴーナ），　Larida（レリ

ダ），Barba㌻2niya（ボルターニャ），　Washqa（ウェスカ），　Tu貫1a（トゥデーラ），　Saraqusta

（サラゴーサ），Qalta　Ayyab（カラタユード），　Banfsha，　Madina　Salim（メディナセリ）と

Shantabarfya（サンタベール），　Raq倉b21（レコポリス）とSuritta（ゾリタ），　W含d宝al一翠職a

（ガダラハラ），Tulay㌻ula（トレド），　Fab＄　al－Ball樋（Llano　de　las　bellotas），　FirrTsh，　Marida

（メリダ），Batalyαs（バダホス），　Baja（ベージャ），　Shantarin（サンタレイン），　Qulunbirya

（コインブラ），Ikshit含niya（Exitania），　UshbGna（リスボン），　Uksh負nuba（オクソノバ），

Nabla（ニエブラ），Ishbiliya（セビリア），QarmGna（カルモナ），Mawrfin（モuン），ShadhGna

（SidoRa），　a1導az廿a　al4（haφra’（アルヘシラス），　Rayya（レイヨ），　Isja（エシバ）；al－Andalus

の山岳と河川；という内容である9°1。

　各地方の描写は位置，自然，町や砦，道程などの記述を含み，後ウマイヤ朝の最盛期

曜Abd　ar－Rahman　3世の治世（300－501912－61年）下のal－Andalusの地理事情を知るための重

要な資料を提供する。そして，歴史書と地理書との無分化はPaulos　Orosius（417年以後没）

のHistor’ia？’um　advers”s　Paganos『異教徒に抗する歴史劃に倣ったものと言われ，以後の

al－Andalusにおける多くの作品に踏襲されることになる91’。そのこともあって，このal－

Andalus誌はal－℃dhr宝の前掲書，　Ib鍛翠ayya簸（46911070年没）の1（必躍吻励α3御α’励んαム

Andalus　ilアンダルス年代記よりの引用』，　al・Bakrlの『諸道と諸国』，　yaqatの前掲書，　Ibn

Sa服のK．al－Mughrib　ff　1？ula　al－Maghrib『マグリブの飾りを誇張するもの雲，　al－Qazwfniのil諸

国の古跡蓋，al－Himyarfの前掲書，　al－Maqqarl（104111632年没）のκ噸多妨妙漉ηg幡π認

Andatus　aT－ratfb　ilアンダルスの涼しい小枝の芳香雌などに利用・引用されている。

　Allmad　ar－Razfには，　Ibn　Abi　丁含hir　TayfUr（2801893年没）のKTa　’rffelz（或いはAkitb4r）

Baghdad『バグダード史』のスタイルに従い，　Qurtubaの通りや邸宅に関して詳細に記した

1（ガS惣’Qκ伽∂認コルドバの特質（或いは描写）について遷という作品もあると，al－Maqqari

の前掲書は伝えている9％

　また，Ahmad　ar－R2ziのal－Andalus誌に類似し，「諸道と諸国の学」に含まれるかも知れ

ない著作として，al－Warraqの名で知られる，　al－Andalusの人でal－Qayraw盒nに長期滞在し

たAba　tAli（或いはtAbd　Allah）M瞬ammad　b．　YGsuf　al－Qayrawanf（3631973年没）が著し

た，K．　MasdLih　wa－’1－mamdilikガ諸道と諸国』という歪fr郵ya（ここでは北アフリカを指す）

に閣する大部の作品もあったらしく93｝，以後，al－Bakrfのil諸道と諸国』や｛lbガldhar宝

（Aba’1－tAbbas　Abmad　b．　Muhammad　al－Marrakushf，71211312年以後没）のK．必βの伽al一

mttghrib　fi　alehbdir＜mntz2fe＞al－Andalws　wα一’1－Maghab翼アンダルスとマグリブ〈諸王〉史に関

する驚嘆すべき説明劃，al－Maqqariの前掲書などに利用・引用されている。
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　℃mar　aLKi磁iすなわちAba　｛af＄　tUmar　b．　Muhamrr｝ad　b．　Yasuf　b．　YatqGb　al－KindfはMi＄r（エ

ジプト）の人で，イフシード朝の当時（334・571946－68）の実質的支配者Abti　’1－Misk　Kaf｛irの

ために，『エジプトの長所曇という地理が主体の書を著したee）。

　この書は序文に続いて，他所に対するMi＄rの優位姓，　Mi§rの優位姓について述べられた

事柄を記し，Misrに関わる預言者や賢人や法学者やカリフなどを紹介した後，　Mi§rと，他

国に対する優位性，Mi§rの諸県，　Misrの地租，　Mi＄rの景観と美，　MisrのNilについて述べ

られた事柄，Mi§rの墓地の優位性，　M寧の特事と奇事を記す腕

　謬エジプトの長所』は2！7世紀後半から盛んに詑されるイスラーム征眼地の長所の報告

としてのfaφa’ilの延長線上にあるとはいえ，　ibn　Zalaq（AbG　Mubammad　al一耳asan　b．　lbrahfm

b，al－Husayn　al－Laythf，3871997年没）のKTa　’rlkh　Mtsr　wa－afehbar－hdi窪エジプト難と共に，

後のkhitat　（1it．諸地区）と呼ばれる多数のMisr地誌の見本となった作品であるgs｝。以後，

このibn　Zfi12qの書をはじめ，　al－Bakriの儲道と諸副，　AbαJa更far　al－ldrSsiの前掲書，　ibn

Sa臆の『マグリブの飾りを誇張するもの叢，　al－Qaewinlのll諸国の古蹴，　an－Nuwayr2　’Ibn

Duqm盒q・aLQalqashandi・al－Maq蛾z宝の各酋掲書，　lbn　Taghri　Birdf（874！147◎年没）のK　an一

吻諺窺az－zahira　fi　mulafe　Mtsr　wa－’1－Qtihira『エジプトおよびカイuの諸王の輝く星嚢，　as－

Suy鱒（91111505年没）のK働脚必籾％加吻解ガ盈肋伽1喚〆z〃¢双2励勿郵エジプトおよび

カイuについての話題の美選，Ibn　Iyasの『時代の出来事に関する薪奇な花々Sなどに利

用・引用される。

　fada’i1書には，そのほか，　al－Janadi（Aba　Sa’id　a1Mufaddal　b．　Muhammad　b．　lbrahim　ash－

Sha随，3081920年以後没）のK．　Fade　’il　al－Madfna　ilメディナの長所』一後述するIbn　al－Qae＄

の書が利用一，al翠asan　b．　Is鱒q（AbポAl宝al翠asan　b。℃mar　b．　Is顯q　a1－Faqih，4110世紀）の

1（勲の協α薦々朋面吻α野アレクサンドリアの長所藷や，伝聞では，詞じくal－JanadfのK

勘4認漁々舷『メッカの長所』－ibn　al－　Qa＄＄の書やyaqatの前掲書などが利縮一といった

作品もあると言われる9’　’）。

　また，こうした一地方誌や一都市誌の内容を含む歴史書としては，ibn　Zglaqの前掲書を

はじめ，Ib籍a§一§aghtr（al－M21iki，3001912年以後没）のK、Akhろ6r　aZ－a　’imma　ar－Rustamz“yin蜜ル

スタム朝君主蝿，AbG　Zakarlya’　al－Azdi（Yazid　b．　Mubammad，3341946年没）のκ7冶漁1z謀

MawQ9　ifモスル史選，　an－Narshakhf（Ab負Bakr　M晦ammad　b．　Jatfar，　3481959年没）のK乃》脅ゐ

B罐khaTd　ifボハラ史』，前述の℃mar　a1－Ki鍛diの父Muham搬ad　a1－Kind貿Aba℃mar　M癩ammad

b．YGsuf　b．　Ya“qGb　at－Tujibi，3601971年没）のK．駒癬磁診耀エジプト総督たち遭，1bR　al・Q韻ya

（Aba　Bakr　b．“Umar　b，　tAbd　aFAzセ，3671977年没）のK翫’勲ぬ鍍磁や（或いは如lz）al－Ai2dalus

ilアンダルス征服史』，　al－Qummi　（gasan　b．　Mubammad　b．翠asan，406110156年没）のK．7グ勲乃

Qumm　ll　1ム史馨（3781989年）などに加えて，伝聞では，　as－Saji（AbG　Yabya　Zakariya’b．

Yabya　b．　Abd　ar－Rabman　al－Ba§ri，3071920年没）のK．7h’勲ぬ必βα5㍑「バスラ史」や“Abd

a＄一＄amad　b．　S誼d（Ab倉　’1－Qasim，　b．　“Abd　Allah　al－HimSi，3241936年没）のK7r励海耳初5「ホ

モス史」，tAli　as－SalamS（AbポAl宝al－Busayn　b．　A暮mad　al－Bayhaqi，34娃1955年以後没）のκ必

Ta　’rfklz　fi　akhbdr　tvulat　Khtci’asのn　ilホラーサーン総督史藍なども挙げられる鯉。
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　1的aq　b。　al輩usaynはmunajjim（星学者）として有名な人物らしいが，おそらくal－Andalus

において『各地の有名な町々の叙述に関する珊瑚の丘毒という地名辞典を著したのではな

いかと書われる99）。執筆年代は，3411952年以降であると考えるが，5111世紀の可能性もあ

る1°°）。後者の場合には，この作品はIsbaq　b．　a耶asan　b．　Abi’1－ljusayn　az－Zayy2t（45011058

年没）著の劉名κ疏伽必卿6伽醐論ぬだ砺娠儲気候帯とその相違の叙遡であるとする

説が有力である1°i）。

　Is￥aq　b．　al－Husayn著『各地の有名な町々の叙述に関する珊瑚の丘』とする112911717年の

イエメン写本は，Makka，預言者の町（al－Madfna），　Bayt　a1－Maqdis，　Baghdad，　Surra　Man

Ra’a，｛al－KGfa｝，al－Ba＄ra，　Wasit，　tAbbadan，　S捕f，§aガa’，’Adan（アデン），℃m蝕（オ

マーン），Saba’＜とMa’rlb＞，耳aClrarnawt〈とUsqutra（Suqutraソコトラ）〉，　al－Bahrayn〈と

Hajar＞，　at－Ta’ifとal－Yamama，　Dimashq，　Halab，　Tabariya（ティベリアス），tAsqa12n，　Tarsas，

a1－Maw＄il（モスル）＜とAdharbayl2n＞，Hamadhan〈とNih2wand＞，1§bahan，　ar－Rayy，耳ulwan，

Tabaristan，　Jurjan，　Naysabar，　｛Tas｝，Marw，　Sarakhs，　Hirat，　Kirman，　Khuwarazm（ホラ

ズム），Sijistan，　Balkh，　Bukhara，　Samarqand，　al－lska船ariya，　Dimy與（ダミエッタ），Tinnfs，

Mi＄r（al－Fusζat），　Madyan，　tAyn　ash－Shams，　al－Qulzum（古スエズ），　Tarabulus（トリポリ）

〈とSurtとAjdabiya＞，　al－Qayrawan，　Tahart（ティアレット），　a玉一Barbarの地〈とTanasと

BijayaとFas（フェズ）ほか〉，　as－Sadanの地〈とan－Nabaの地とJarmfとZaghawaなど〉，

aLAndalusの島くとQurtubaとIshbilfyaとTulaygulaとSaraqus㌻aとMaridaとBalansiyaほ

か〉，ar－Rαmとal－lfranj，　RQmfya，　al－Qus㌻antinfya，　ar－Raqlmと洞穴，　al－Hindのaz－Zabaj，

a1－Khazarとash－Shash（タシュケント）との地〈とBulkarと（Turaraband）〉，　at－Turkの地

を記載する】°％

　すなわち，3饗都，イラーク，アラビア，シリア・パレスティナ，イラン・中央アジア，

エジプト，北アフリカ，南ヨーロッパ，東アジァほかの順に，各都市などの“気候帯”・経

緯度・景観・歴史・住畏ほかを説明したものであるが，この書は相当に大きな作品の抜粋

ではないかと考えられる1⑪3｝。以後，Is撚q　b．　al撃usayn或いはls頃q　b．　al嘩asanの作品は，

少なくともal－Bakr1のif諸道と諸剛，　al－ldrisi・lbn　al－Khaldanの各前掲書など西方イスラー

ム圏の作晶に利用・引用されている。

　なお，伝聞によれば，アラビア半島外も扱う地名辞典としては，Ibn　Mard負ya（Aba　Bakr

A葦mad　b．　Masa，3521963年没）によるK　Mu’fαm　al－buldan　if　as　kの辞蝿もあったらしい1°11。

　また，この4110世紀にはash－Shabusht1（3881998年以後没）のKad－Di　dirdit　if修道院遍ほ

かの，イスラム圏各地の修道院を扱った作品が盛んに著された］°C“｝。

　ash－Shabushtfの名で知られるAba’1耳asan　tAli　b．　M噂ammadは，エジプトのファーティ

マ朝カリフal－tAzizの司書を務めた文人・詩人であり，この『修道院壽は，　al－’lraqのDayr

DarmalisやDayr　al－tAdhar2など29，　al－Jaz2raのDayr　al－A’laなど12，　ash－Sha’mのDayr　Fiq

など3，Mi＄rのDayr　a1－Qu§ayrなど9，訂53の修道院を取り上げ，主に各修道院にまつわ

る詩を集めたものだが，それぞれの場所の説明やその修道院に関係する人物の歴史納情報

などを含んでいるIcx～1。この書はその後，　yaqOtの前掲書，　al・Qazwfn1の冨諸国の古跡』，　Ibn
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Shaddad・al－“Umarf・al－Maqrizfの各前掲書などに利用・引用される。

　このほか，伝聞に従うと，al－1（halidiyanの名で知られる兄弟，　Aba　｛Uthman　Sa“id　b．｝Masim

b．Watla（350／961年没）とAba　Ba㎞M勲㎜ad　b．　H含si曲。　Wa’ia（380／990年没）によるK．

ad－Z）麺短♂，　Aba　’1－Faraj　al－1＄fahantすなわちAb9’1－FaraゴA王宝b。　al翠usa臓（3561967年没）著

によるK．　ad－1）醇短’－al－Bakr貧の雛読地名辞期，　Y2qat・al－℃mar宝の各前掲書などが利

用・引用一や，as－Sar宝ar－Raffa’a1－Maw§il↑すなわちAba　’1－ljasan　as・Sarf　b．　A募mad　b．　as－SarS

aH（indf（3621972－3年1斐）著のκ磁助α矯響修道院悉，　ash－Shi鵜sh餌（或いはashShumaysh韻）

の名で知られるAba　’1－Hasan　tAlf　b．　Mψammad　arAdaw93771987年詑斐1）著のK．　al－Adyira

z〃α芋α物伽β乃鰯磁η醐一装呵妙il諸国・地方における〈様々な〉修道院遍一Yaqatの前掲

書などが利用・引用一なども，隅傾向の作晶であったようだ’°7）。

　更には，歴史書にも世界の地理情報が含まれており，AgapiusすなわちMabbab　b．

Qus重a頭n　a1－Manbiji（330／942年以後没）の世界史κσF働z〃伽纈護が世界の7“気候帯”

や海洋・島鰻，大地の3区分と12宮による区分など詳しい地理記述をしているのをはじめ，

at－Tabari（Ab食Ja騒M凶a㎜ad　b．」瞬3101923年没）のK乃禰α灘伽一伽4鷹諸

使徒と諸王の歴史』にはイスラーム圏各地の地理情報，EutychiusすなわちSatfd　b．　al－Bi蟹q

（3281940年没）の世界史K．　Aruem　al－iawhait　il一連の宝石雌には特にエジプトに関する地理

情報，そして，tAstlb　b．　Sa《d　al－Kat童b　al〈≧瞬ubi（3701980年頃没）によるK．　Silat（或いは

Mukhtasar）’〆励肋f－7励αガ「タバリー年代記（at－Tabartの上掲書）の要約」には主に北ア

フリカとイベリア半島に関する地理情報が，それぞれ多く含まれている1㈱。

　また，ibn　an－Nadim（Abtt　’1－Faraj　MUbammad　b．　Isbaq　b．Abi　Yacqab，3771987年以後没〉の

K．al－FiJ2rist　if目録』，　al－Khuwarazmf（AbポAbd　Allah蟹吻a憩mad　b，　Ahmad　b，　Yas殺f　a玉一K飢lb，

387／997年没）の1（ル師諺励〃磁勧儲学の郷，Ma“n　b．　Fari’an（或いはFuraゾ磁，或いは

Far？ghan，4110世紀後半没？）のK勲zo伽z地砲12魏響諸学集灘といった書誌学酌作晶や，

互bガAbd　Rabbih（AbポUlnar（或いはtAmr）Al3mad　b．　Mu加mmad，328／940年没）のK　atilqd

α1吻磁謬類なき首飾り函，at－Tanakh2（AbポAli　a1－Muりassin　b．　tAlf，384／994年没）のκ必飽吻

batcla　ash－shidcla窪苦しみの後の楽しみ遍，　Ab負翠ayy翫慶Taw脚iぐAl鋤．　Mubammad　b．　aL

cAbbas，41411023年没）のK　al－lmtd　wa－’1－mu’anasa嬉びと親交璽（3751985年以前）といっ

たadab書も，地理を含む文献として有名である1eg＞。

　最後に，Ibn　al－Qa＄＄の名で呼ばれるAba’1一更Abb含s　Aりmad　b．　Abi　A珈ad　a貫abar宝は，

TabarlstanのAmul出身のシャーフィイ　一一派法学者であるが，3221934年以後に響キブラ

（礼拝の方角）案内』という作品を著した。

　この作贔は，序，キブラをal－Katbaへ向けること，北極星と極とキブラの星々，聖なる

アッラーの館への各地からの方角，大地の形状及び大地をal－Ka’baへ向けさせること，大

地の長さと幅，〈聖なるアッラーの館及びal－“Arabの島の長さ〉，海洋及びその長さと幅【aL

Hind〈とaS－＄inと〉の海（インド洋・シナ海），　Tabaristan〈とJurl蝕と〉の海〈とal－Khazar

の海〉（カスピ海），al－Maghribの海〈＝緑海〉（大西洋），　ar－RGmの海←Ifriqlyaとash－

Shamとの海〉（地中海）】，河川の叙述【a盃撞1河，　al－Furat（ユーフラテス）河，　ad－Dijla（ティ
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グリス）河，Sayban（シルダリア）河，　Jayban河】，大地の区分及び大地の諸iqlim【a1－Furs

の7iqlfm（keshvar），第1“気候帯”，第2“気候帯”，第3“気候帯”，第4“気候帯”，

第5“気候幣”，第6“気候帯”，第7“気候帯”，第7“気候帯”の後ろL由岳【Lukkam

山（アナトリア中南端部のガーウル山脈），asSarah山（アラビア半島中西部の山脈），　ar－

Rah伽（或いはar－RuhGn）山（スリランカ島のアダムズピーク），　Dunbawand（ダマーヴァ

ンド）山（カスピ海南方の山），丁倣S宝na（シナイ）山】，各地【Makka，　a1－Madfna，　a1－Khadka

（al－Khadr）の町とal－Khawarnaq，　Bayt　al－Maqdis，　Qustan㌻tna（Qusta頭niya），　ar－Rdm2yaの

地，ar・Raqimと洞窟の主たちとの地，　YajajとMajajとの堰，§an“a’の地，円柱を有するIram

の地，al－lskaRdar↑ya，高殿（qa＄r　mushayyad）？，　ARdalus（a1－Andalus），1§bah蝕，τabarist蝕

とSam段rqandL各地の廃擁，この世の今βまでの期悶，の叙述からなっている11°1。

　前半（由岳の叙述まで）はキブラの決定ほか，専門的な内容が主となる「経度と緯度の

学」に，後半（各地の叙述以降）はイスラームの伝承に登場する関係する場所の情報など，

adab的な内容の「国々の奇事の学」に，それぞれ属するような作品であり，　al－Birdniの

『過ぎし世紀からの残跡雲やAba騰mid　a1－Gham顛（56511169－70年没）のK必漁集アぜゲ侃うα叱4，

毎読δα〃瞼g肋醒マグリブの奇事の一部を明雷するもの選，Yaqat・Ibn　aFAdimの各前掲書

などに利用されている11％

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（5）

　そして，数理・天文地理学に属する「経度と緯度の学」においては，Suhrab（3341945年

以後没）のK．　｛Aja’ib　al－aqalfm　as－sab“a『7気候帯の不思議』やIkhwan　a§一§afa’（4110世紀

後半活躍）のar－Rczsdi　’il繕簡集垂第4書簡などが著された。そのほかの自然地理学の分野

では，　lbn　WabshSya（3001912年頃以後没）訳（或いは著）の農学書K．　61－Fiinha　an－nabatiya

『ナバト農耕』も現れた。

　『7気候帯の不思議』（或いはK．tAja’ib　al－aqdlim　as－sabCa　ildi　niht2yat　alコimara『居住地の果

てまでの7気候常の不思議』）の著考とされるSuhrab，或いはibn　SarabiyGn（或いは

Sirabiyan）という入物については不明である1121が，この作晶は2891902年から3341945年

の間に著されたと考えられる113）。

　この書は序説に続いて，第1“気候帯”（赤道～北緯16度27分）・第2“気候幕”（～北

緯23度51分〔24度0分］）・第3“気候帯”（～30度22分）・第4“気候帯”（～36度0

分）・第5“気候帯”（～40度50分）・第6“気候帯”（～45度8分）・第7“気候帯”（～

48痩32分）・第7“気候帯”の後方（～63度0分〉の各々にある町々の経緯度，諸地方

の境界地点の各経緯痩；北からの爾の外海（大西洋北部），1缶qiya・Barqa・Mi＄r・ash．

Sha’m・arR負mの海（地申海），　al－Qulzumの海（紅海）とas－Sind・al－Kind・a＄・§inの海（ア

ラビア海～シナ海）とFarisの海（ペルシア湾），すなわち南の大海（インド洋），暗黒の

海（大西洋南部），Tabaristan　・　a（1－Daylamの海（カスピ海）の各々の経緯度を使った形状；

西と北の外海，ar－Ramの海すなわちTanja・ash－sha’mの海，　al－Qulzumの海すなわちal－

Yamanの海，緑の海すなわちas－Sind　’　al－Hind・as－SrRの海，　al－Basraの海すなわちF激lsの

海，Jurjan・　Tabarist2n・ad－Daylamの海の各々にある島々の経緯度を使った形状，大地に
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ある湖沼の経緯度を使った形状；赤道の後方・第1“気候帯”……第7“気候帯”の後方

の各々にある山々の始めと終わりの経緯度など，鍋玉島（不明）を取り巻く山ほかの山々

の経緯度を使った形状；Dijla　’　al－Furatほか大河の経緯度を使った形状，第1“気候帯”

……第7“気候帯”の後方，赤道の後方の各々にある河川の経緯度を使った形状を記す”4）。

　この書は前世紀のal－Khuwarazmi（2321846年以後没）の駄地の姿蓋のほぼ焼き直しと

考えられるが，各“気候帯”iqlimに，“keshvar”iql2mを結び付け，支配星（太陽・月・5

大遊星）・宮（黄道12宮）を添託するという改変（2種類のiqlimの混同または融合）の

ほかは，由岳・河川を中心に新たな情報を加えた，al－Khuwarazmiの書の改正・増補本となっ

ている。特にBaghdadの運河網やan－Nilデルタの記述は正確かつ詳績である。また，

Suhrabの書は文体もアラビア語としてかなりの改善が見られる。そして，序説では世界地

図の作成法に言及しており，彼の著作の臼的は，地図製作者に役立つ世界各地の経緯度な

どのデータを供給することであったらしい。以後，『7気候帯の不思議還はal－Khatib　al－

Baghdadt・｛YaqGt｝・　Aba　’1－Fid2’の各前掲書などに利用されたと考えられる｝15）。

　Ikhwan母§afa’，正確にはIkhw蝕aミ§afa’wa・Khullan　al－Wafa’（ド清純な問胞たちと忠実な

親友たち」）は，4110世紀頃にa適r鋤のa｝－Ba§raを拠点に秘密結社的な活動を行なってい

たとされる思想家集団であり，イスマーイール派と関係があるのではないかと欝われ

る116｝。そして，3751986年以繭，共岡執筆によって4部51（或いは52）書簡からなる百科

全書的な『書簡集』を著した117）。

　その第1部（数理学）の第4書簡が「al－Jughr盒fiya（地理）について」で，“気候帯”と，

大地の14たる居住地域にあるもの：大地が大気圏の中央に位置することとその理由，対置

とその4部分化，大地の14たる居住地域，7“気候帯”；考慮のため大地の注視を促すこ

と：（北緯12度？以南）の町々の名一以下，町々の名には経緯度が添記一，第1“気候帯”

（北緯12度45分～20度30分）とその町々の名，第2“気候帯”（～27度30分）とその

町々の名，第3“気候帯”（～33度30分）とその町々の名，ag　4“気候帯（～39度0

分）とその町々の名，第5“気候帯”（～43度30分）とその町々の名，第6“気候幣”

（～47度15分）とその町々の名，第7“気候帯”（～50度30分）とその町々の名；“気候帯”

の特色；などを記述する。その他，第1部第3書簡がal－AstrunGmiya（天文），第2部（自

然学）第2書簡が天界と世界，同第4書簡が気象，岡第5書簡が鉱物，同第7書簡が植物，

1司第8書簡が動物，同第17書簡が言語を扱うなど，地理関係の記事は随所に見られる11s’。

　第1～7“気候帯”の記述は，各“帯”ごとに支配星，東西の長さ，南北の幅，南端・

申央・北端，山岳・河規・都市の数の明示に続いて，東から西へ通過地域を列挙し，最後

に住民の肌の色に触れるが，大半を占める通過地域の列挙の内容は，これまでのal・

Farghanf系統の伝統的なもの（lba　Rustih，　al－Hamdanf，　Mutahhar　a1－Maqdisfなど）とは異

なり，北方などに新情報を加えた独自なものである。また，第4iqlimの最優秀性を強調す

るが，これはal－Mast8d2の『提器と再考諺と類似の傾向を示す（但し，　Ikhwan　a§一§af2’は

“気候帯”iqlfmだが，支配星を配することからも，“keshvar”iqlimとの融合の感が強い）。

尤も，地理全般について見れば，基本的にギリシアの学説の翻訳であると欝えよう11％
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　なお，al－Faz2rf（1721　788年以後没）の書以来，世界各地点の経緯度表示を含むz2j（天文

表）も「経度と緯度の学」において重要な役割を占め，この世紀にはAbG　’1－Wafa’　al－Bazajanr

（388！998年没）の天文表（伝聞ではκ磁笏αム｛掘4擁響明解天文表』ほか。現存するのは，

彼の作品或いは後代におけるその改作と言われる1（駕一Ztj’ash－shamit『包括的天文刻）や

漁shiy含r　b。　Labb2n（3801990年頃活躍）のκ儂一2σα♂毎加隻胞括的天文表』ほかの作品が

あったらしい12e）。

　Aba’1－Wafa’al－B（iZajani，すなわちAbG　’1－Wafa’Mubammad　b．　Muhammad　b．　Yabya　b．

Isma壌b．　tAbbas　al－Bazajanfと，　Kashiyar　b．　Labban，すなわちAbfi’1－IIIasaR　Kashiyar　b．

Labban　b．　Bashahri　al－Jfliは，共に数学者・天文学者として有名な人物であり，前者と結び

付けられる胞括的天文表渥には，世界の諸都市などの位置を経度は永遠の島々（カナリ

ァ諸島）から，緯度は赤道から数えた「永遠の島々からの国々の経度及び赤道からの国々

の緯度」の一覧表，後者の『包括的天文表蓋にも，隅様な「古い時代における，永遠の島々

からの国々の経度及び赤道からの國々の緯度の表」が，それぞれ記されている121）。

　伝聞では，そのほか，Ibn　al－Adamf（AbポAl量al輩usayn　b．　M癖am搬ad，3081920年以後没？）

と弟子のal－tAlawf（al－Q2sim　b．　Mubammad　b．　Hashim　al－Mada’in1，　3381949年頃没？）による

大天文表K．　Na4M　ai－”iqd　il一連の首飾り遷，　an－Nayrfzf（Ab＆TAbbas　a1－Faφl　b．晦tim，31e1922－

3年没）のK蔚2珍’必加伽il大天文刻など，　Ibn　Amajar（AbG’1－Qasim　｛Abd　Allah　at－Turki，

2971910年以後没？）と息子のAba’1耳asaガAli（3221933年以後没）によるK．　tzz－Zfj’al－badiK

『真薪天文表』ほかの天文表，Ibn　al－A更lam（AbG’1－Qasim　tAli　b．　al耳asa簸al－Baghdadf，3751985

年没）のκ磁笏αム頴の漉霧アドゥド天文表』，a｝－Khujandi（AbαMa麺αd｝ヌamid　b．　a1贋hi鋼

39011000年没）のK　az－Ziy’　ag－Fakftri　il　7アフル天文刻，　al－Malr軍（Abtt　’1－Q2sirn　Maslama　b．

Abmad　al－Faradi，　39811007年頃没）による天文表なども有名であるIw｝。

　また，霞然地理的知識を多く含むanwa’（アラビアの遊牧民社会で発達した民間天文学に

よる「星の暦」）の書も，甫世紀に引き続き著され，伝聞では，Sinan　b．　Thabit　b．　Qurra（AbG

Sa聰al一耳arranf，3311942年没）や，前述のzArib　b．　Satd　al－Qur㌻ubiをはじめ，　az－Zajjaj（Abti

Is瞬q難）rahfm　b．　M噂ammad　b．　as－Sar？，3101922年没），　al－Akhfash　al－A§ghar（AbG’1翠asaガA1宝

b．Sulayman，3151927年没），互bn　Durayd（Aba　Bakr　M癖ammad　b．　a1嘩asa盆a1－Azd宝，3211933

年没），Waki曜aLQaφi（Ab＆Muりammad　Bakr　b。耳ayyan　b．　＄adaqa，3301941年没）などによっ

て著されたようだ’L’：’1。

　更に，anwa’書に類似の作品として，　a1－Marzubanf（AbポAbd　Allah　Muha磁mad　b．窪mra，

4110世紀末没）の1く認々η珈α融寺期』という，季節・気象・天体を扱った書物もあった

らしい］24）。

　最後に，Ibn　Wabshiyaの名で知られるAb“　Bakrr　A奪mad　b．　“Ali　b．　Qays　al－Kasdaniが2911904

年にシリア語からアラビア語に翻訳したか，彼自身が著したと書われる農業書ilナバト農

耕』は，K．　lfidJ？　al－a？’4　wa－islal？　az－zar“　wa・’slt－Sltajar　wa－’tlz－tltimd｝’　wa－daガ　ai－afaヂan－laf　ll土地の

耕作と，種と木と実の改良及び病気の予防』が正式な書名かも知れない125）。

　この書はBabil（バビロン。ここでは下メソポタミアの中心部或いは全体を指すのか）地
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方などにおける様々な作物（オリーブに始まり，小麦・大麦・米，西瓜，葡萄，柘榴，梨

ほかを経て，擾椰子に終わる）や，水，季節，大気，土壌などについての記述を含み126），

以後，a1一夏（ir2sf　’al一耳imyarf　’as－Suy鱒の各前掲書などに利用・引用されている。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（6）

　以上のように，一般にイスラーム地理学と呼ばれるものは，濾暦9世紀に，数理・天文

地理学に属する「経度と緯度の学」と，地誌的（記述）地理学に属するr諸道と諸国の学」

及び「国々の奇事の学」の三つが中心となって成立したと考えられるが，西暦10世紀にな

ると，地誌的地理学が大発展を遂げた。イラークよりもアラビア重視の記述傾向が見られ

るようになり，「諸道と諸国の学」においては，Balkh2学派が登場し，イスラーム圏に記述

を限定して，地図を利用した，体系的な地誌を生み出した。また，「国々の奇事の学」にお

いては，東アジアから西ヨーロッパ，東アフリカまで，アフロ＝ユーラシアの広域を対象

とするようになり，ヴォルガ：ブルガール，ヌビアなどの当隣のイスラーム圏の辺境・異

郷の実情を詳細に知らせる作品や，インド洋周辺などの奇談を満載した作品も生み出し

た。そのほか，本格的な一地方誌が出現したり，地理記述が歴史書や百科全書の一部に組

み込まれたりするのも，この西暦10’世紀である。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（完）

　　　　　　　　　　　　　　　　　前稿までの追加

本文：①alJ的i写の掴々遍は，　AbαJa璽far　aH（irisf（64911251年没）のκ／1π磁プz4！厩o勿吻7確腋α5げ

　　馬伽聯伽必始短彫ilピラミッドの秘密を発見するための最上星の光囎と，　as・Suy頓（91111505璃彙）

　　のK．　Husn　al－muipt24αra　ff　alehbdr　Misr　wa－’1－Qahira　rエジプトとカイmの歴史情報に関する素晴らし

　　い講謝にも利用・引用されている。

②ibn　al－Faq2hの掴々暑は，　Hasan　al・Qummi（40611015－6年没）のK．乃’勲々Q駕1η勉『コム鰯と，　al一

　　理myariの苗掲書にも，③al・Mas’itdiの横金の牧場と宝石の鉱山』は，　AbG　Ja’far　al－1（澁s1，　al－

　　Himyari，　as－Suyatiの各箭掲書，④『提言と再考」は，　Aba　Ja’far　al－ldrfsfの前掲書にも，⑤瀦奇

　　事の要編は，Aba　Jatfar　al－ldrisfの前掲書にも，⑥al－Balkh1のK．　＄ifat　al－ar4　tva－’1－aqdilfrn『大地と

　　諸州の描写選（＝　K　＄uwar　at－aqalfm『Sgd9の姿違）は，　Aba　Ja疋far　al運面s宝の箭掲書にも，⑦Qudama

　　の『租税と書紀術』は，las－Suy（ltiの前掲書｝にも，⑧aH§重akhr宝の蜜諸道と諸剛は，　al－Uimyarl

　　の前掲書にも，⑨lbn　lilawqalのK．　at－Aqalfm瀦州」（・　K　＄dirat　al－ar4　g大地の灘）は，　a＄Suy餌

　　の前掲書にも，⑩al－Muhallabiの『諸道と諸国』は，　IAbit　Jatfar　al－1（lrisfの前掲書｝にも，それぞ

　　れ利用・引用されている。

註：38）Ibn　alJazz激（Ab食　∫acfar　Allmad　b．　Ibrah宝m　b．　Ab£　Khalid，395110045年頃没）にも1C痴漉ろ認

　　buldan掴々の諸奇事違という作品があるらしい［H．R．ldris：Ibn　aLDIazzar，　EI2，1瓦1971，　p．754］。

41）al－Muqaddasfの前掲書［p．5a］に従えば，　Ibn　aLMarzuban　a1」くarkh盆（Ab6　Bakr　Muhanrmad　b．　Khalaf，

　　3091921・2年没）もal－Balkhiやal－Istakh直の地理書と岡様な作品を著したらしい。

最後）Husayn　Mu’nis［％轍爾㎎々名励α”〆」ジ㎎〃励力zβ葡2磁1㍑3，　Ma（irid：Ma’had　ad・Dirasat　al－

　　Isla瀬ya，138611967，　p．538］はa｝－Eimyarfの前掲書がBalkhi学派（al－Balkhi，　al－1＄書akhri，　Ibn　gawqal，

　　al－Muqaddasf）の作品を利用していると言う。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ハMinorsky（b＞：VMinorsky，“The　Khazars　and　the　T口rks　in　the澄短〃z　al一ル勉ガ6η，”BuUetin　of　the　Sc｝tool（ゾ
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　　Paris：Imprimerie　Nationale，184＆

本稿の前掲書一覧表

al－Mastadi　（3451956年1隻）の『提言と再考j　ed．　M．」．　de　Goeje，　BGA顕，1894．
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Yaq蟹（626！1229年没）：fwa々の辞蝿
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王bn　Shaddad（68411285年没）：S’iリアとジャズィーラの君主たちに関する極めて貴重な記述ヨ

Aba　’1－Fida’（7321133王年没）：掴々の調査表l　ed．　M．　Reinaud＆Mac　Guckin　de　Slane，　Paris：Imprimerie

　　Royale，1840．

an－Nuwayri（73211332年没）：『人文学諸分野における必要の限灘

al－℃mar宝（74911349年没）：ゼ大都市を持つ諸王国に関するについての洞察の道筋遇

王bn　al－Khaldan（80811406年没）可省察すべき実例，アラブ入とペルシア人とベルベル人及び彼らと同

　　時代の偉大な支配者たちの初期と後期の歴史に関する集成滋

Ibn　Duq狙aq（81011407年没）：『諸都市の中心への左極

al－Qalqashandi（8211玉418年没）：齪乍文衝における夜貨の朝澱

al－Maqr2zf（84511442年没）：『新地と旧跡の陳述叙述記述における警告と考慮j

Ibn　al－Wardf（861／1457年没）：『諸奇事の生真珠と諸珍事の貴真珊ed．Mallmad　Fakh｛lri，　Beirut＆

　　Aleppo：Dar　ash－Sharq　al－tArabf，141111991．

al輩imyar盆（90011494年没）：『国々の情報に関する香しい庭園悉

al－Maqqari（104111632年没）：冨アンダルスの涼しい小枝の芳香甚ed．　R．　Deozy，　G．　Dugat，　L　Krehl　and　W

　　Wright，2vols．，　Leiden：E．　J．　Brill，1855－61．

本稿の註

64）290年の巡礼はIbn　Rustih［後註65の文献，　p．73］。　Miquel［p．192］はIbn　Rustihは書斎入で，　Makka

　　巡礼以外は，イランの地を離れなかったと雷う。Miquel［p．2GO］は更に，　Ibn　Rustihがシーア派に

　　惹かれ，かつムウタズィラ派神学に強い関心を持っていた一前述のal－Mas“Odiと類似。拙稿「マ

　　スウーディー著横金の牧場と宝石の鉱鰯の第三～第六章をめぐって（1）」『大阪外国諾大学

　　論剰4，1990，p．284参照一とも言う。

　　そして，著作年代の蒔期については，Minorsky（a）［p．168］は3◎0！912年頃，或いはその後とした

　　が，Krachkovskiy［p．159］はこの説は以苗は支配的であったが，現在では2901903年の少し後とす

　　る説が一般的になっていると書い，一応，2901903年から30G1913年の間としている。そのため，

　　Miquel〔p．192］は2901903年の直後とし，　Ahmad［p．67］は290・300／903－13年説を採罵している。

65）Ibn　Rustih，αi・・Mujailad　as－sabit　Min　Kitdb　al－Acl6q　an－nafisa，　ed．　M．　J　de　Goeje，　BGA　vo1。顎，1892，　pp．3－

　　229。

66）a臣arghan宝の書のほかに，　Aba　Ma’shar（2721886翁斐）の1（認勲々zθ碗α痴δ侭sα1磁耀天体と天

　　空構遡，as－Sarakhsi（2861899年没）の1〈、4ア勧aα1吻なψzび磁α’1zうガ伽zα敏伽zαη一♪⑳z〃｝痔哲学の

　　基礎と星学（占星術）の明言灘も利用したらしい〔lbn　Rttstih，　op，　cit．，　pp．6，9，17］。なお，大地惣転

　　説はインドのAryabhattaの書遼り⑳加妙σ（499年執筆）によるようだ〔S．　Maqbul　Ahmad：Ibn　Rusta，

　　EM，皿，1971，　p、920］0

67）al－Jayhanlを利用したというのは，　J．　Marquart£OsteuroPa’tsche　und　Ostasiatisc；・ze　S∫7τ舜ど禦，　Leipzig，

　　1903，p．26］やMinorsky（a）［p．xvii｝の説である。下記のal－jayhaniの項も参照。

68）なお，王bn　Rustihの書にはIbn　al－FaqShの掴々護と岡じ記述も晃られるが，両者の作品間の関係

　　（共に同じ情報源を有するのか，一方が他方を利用しているのか）は不明。また，Ibn　Rustihの書

　　はペルシア語作品の，作者不詳のHudt2d　al－’dilam（372！982－3年執筆）や，　Gardizl（44211050年頃没）

　　著Zの照盈肋δ伽などにも利用・引用されている。

69）Kamal　［M／1，　p．136］は『諸州の姿』の著者Aba　Zayd　al－Balkhi（3221934年没）がサーマーン朝の

　　宰相で地理書を著したal－Jayhani（Abfi　’Abd　Allah　Mubammad　b．　Abmad＞の庇護を受けたと考える

　　が，この説の根拠と考えられるlbn　an・Nadfm［p．138］では，　Aba　Zayd　al－Ball〈hiがNa＄r　b．　A麺mad

　　の宰相Aba　’Alf　al－Jayhan2の保護を失った経緯が詳しく記されており，このAbG　tAll　al－3ayhanfは

　　AbポAbd　All紬M晦ammad　b．　Ahmad　b．　Na＄rの息子ではなかろうか。

70＞瀦道と諸副という書名は夏bn　an－Nadim［p．138］や1だ乃記［II，　p．59］。儲国の知識に関する諸遡

　　という書名はReinaud〔p．lxiii］。　Ch．　Pellat［al－1）jayhanf，　EM，　Szφ卿1η6η’，　fasc．5－6，1982，　p．266］はこ
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　　のal・Jayhanf（Ab創Abd　Allah　M的am！nad）一下記のal・Mas’Qdiの醍言と再考還［p．75〕が言及一

　　が書き始め，息子のAbポAl宝照晦ammadが引き継ぎ，孫のAbポAbd　Allah　A脚ad－lbn　a聾Nadim

　　［p．138］やIrshad［II，　p．59］が需及一が3301941－2年以後に完成させた可能性を示唆し，　C．　E．　Bosworth

　　［a1－Marwazi，　E　2，　VI，1991，　p．628］はこのal－jayhaniと彼の一家がこの書を著したと考える。

71）al－MasCadiのガ提言と再考渥［p．75］。

72）al－Muqaddaslの前掲書［pp．3－4］。　lqlimの様々な意味については，拙稿rlqRi　n　ig－yaqatを基に

　　一」謹オリエン稲2612，1984，pp．78－82を参照。

73）al－Muqaddasiの前掲書［p．241］。次の“”内は註　71。

74）Minorsky（b）［p．149］はIs醸q　b．　al－Busaynの前掲書にも利用されているのではないかと奮う。また，

　　V．Minorsky　［Sharaf　ai－Zねman　Tah．ir　Marvazf　on　China，渉加Tt4rfes　and　ktdia，　London：The　Royal　Asiatic

　　S㏄ietX　1942，　p．9］はMu㌻ahhar　a1・Maqdisiの郵倉lj始と歴史雲［下記の註77の文Wt　，vol．IV，　p．19］が引

　　駕するκ磁う泌燃疏々『諸遡がal－Jayhanfの書であった可能性が高いと雷う。その他，　al－Qazwlnf

　　の1国々の古蹴［p．285］1こよると，ar－Razi（Ab倉Ba㎞M噸㎜ad　b．　Zakarlya’，3131925年膿没）

　　もal－Jayh2niのθ〃肱6」∫々泌7ηαε厩g加陳方諸灘（『諸道と諸副のこと）を利用したらしいが，

　　ar－Razfの書名は不明である。更には，　Ibn　al－Wardiの前掲書［pp．115，185］にal－jahaniの雪説が挙

　　がっているが，これもa1－Jayhaniの瀦道と諸国』のことではなかろうか。なお，ペルシア語作品

　　ではUttdt2d　al　6alamを始め，　Gardizi著の2砂ηal－afekb6r，「ANvfl（63011232年没）著の伽〃伽ガ必

　　罐の諺乏槻毎躍のガα7一万”の躍ほかがal・Jayhaniの謹諸道と諸国遇を利用・引用している。

75）葡註67の説以来で，Ahmad［p．68〕やHansgerd　G6ckenjan＆王stv加Zimonyi［Orientalisch．e　Berichte

iめ8γdie　Vδlker　Osteltfっヵαs襯d　Zbntralasie7is　im　Mitteinlter，　Wiesbaden二Harrassowitz　Verlag，2001，　pp．34一

　　35，49］。更には，王bn　an－Nad2m［p．154］は，既述のIbn　al－Faqfhがこのal－Jayhanlの作品を盗用した

　　と非難し，YaqGt〔k’slza’d，　ll　，　p．63］もそれを繰り返し，　Reinaud〔p．lxiv］は，　al－jayh2niはこの作品

　　を完成させる前に没し，lbn　al・Faqihが再編・要約したとする。しかし，　MJ．　de　Goele［ibn　al－Faqfh：

　　Mufehtasar　Kittib　alBztlddin，　BGA　V，1885，　p．xi］やV．　Minorsky［註74の第2文献，p．6］やKrachkovskly

　　［p．222］は，時間的見地に立って，王ba　a11漏adimやYaq創の説に疑念を呈する。そしてYOsuf　al・HadT

　　£lbn　al－Faqih：κ磁δ泌βz414伽，　Beirut：tAlam　al－Kutub，1996，　pp．39－40］は，真相e＆　al－Muqaddasiが語っ

　　た，a1舞yhaniの作焔と夏bn　Khurdadhbihの作品との類似性にあり，Ibn　al－Faqihがlbn　Khurdadhbih

　　を使い，al－Jayhanfがその同じIbn　Khurdadhbihを使ったのではなかろうかと考える。なお，補足す

　　ると，後述するWaki【　al〈Qadi（Aba　Mu草ammad　Bakr　b．耳ayyan　b．§adaqa，3301941年没）にも，　Ibn

　　an－Nadlm［p．114］に従えば，諸地方や諸道の情報を含む1（φ距2匂「道」或いは1（α12－iVawdPt「諸

　　地方」という未完成の作品があったらしい。

76）1（必β04’zva－’t－ta’勲1zという書名は次の註77を参照。　K．　Bad’　at－kl・zaiq　wa－　’t－ta’Tifehという書名は，

　　（AL　　［SI，p．222］。

77）　Kitδb　al－Bad’wa－’t－ta’rffeh（Le　Livre　de　la　cだα海oηet　de　l’lzistoiγe＞，ed．　Ciξment玉．劉［uart，　Paris：Leroux，｛vol．

　　　H，1899，PP．1－73｝；vol．　IV，1907，　PP．｛1－48｝，49－104。

78）Krachkovskiy［p．166］。　YaqOtは，　Ibn　al－Ha’ik　al．Hamdani［fi’shdid，皿，　p．g］，至bn　al，Ha’ik〔ル勉ソα2η，1，

　　p．357，　1王，p．12ほか］をはじめ，　alゼasaa　b．　A鯵mad　b．　Ya’qab　al－Hamdan2　al－Yaman？〔Mめα7η，1，　p．543，

　　盤，p．102］，至bn　Abf’d－Dumayna　al－Hamdanf（si（：al・Hamadh2ni）［Mu’iam，　H，pp．280，341］，　Abn

　　M蜘ammad　al－｝メasan　b．　Abmad　al－Hamdanf［Mu　7am，　di，　pp．471，621］などという名で呼んでいる。

79）Yaqfitは地名事典［Mziソ　a’ni，1，p．7］では，　al－Hamdanfの作品として1（如麹如1∴41励ilアラビア半

　　鰯を，人名辞典［lrshad，匿，　p．9］では『アラビア半島と，その各地とワジと住民との名前遍を挙

　　げているが，これらはilアラビア半島の特則を指すと考えられる。また，　llbn｝al－Qufti（646！1248

　　年没）のKfnb61t　ar“UtVdt竹読απ∂グαη一η碗説〔ed．　Mψammad　AbQ　al，Fadl　lbrahlni，　vol．夏，　Cairo：Dar

　　al－Kutub　al－Mi＄rSya，136911950，　p．278］は，　al－Hamdanfの作晶としてゼ諸道と諸国戯を挙げるが，置ア

　　ラビア半島の特質遷との関係についてをめぐっては3つの説があるようだ。すなわち，Uamad　al・

　　jasir〔次註80の第2文献（＄ifat　jazfrat　ai：Aγab，　ed，　at－lilawdli＞，序文のP．31〕やIbrahim　KhGri［al－

　　Ha？？id6n8　＄ifat　jazirat　alJArab，　Beirut：Dar　al－Mashriq，1993，　p．53］に従えば，現存しない『諸道と諸国過
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　　の補遣或いは一部がfアラビア半島の特則，『諸道と諸副全体がllアラビア半島講の溺名，

　　多諸道と諸剛と罫アラビア半島の特灘とは溺作品，とそれぞれ考える説である。

80）al・Hamdanf，κ伽脈か伽饅励（Ge・graPhie　der　arabische”　Halbinset），　ed．　David　H．　MUIIer，　vol．1，

　　Leiden：£，」．　Brill，1884，　pp．1－279；Sijat　jaZiTat　al－’Ai’ab，　ed，　Mubammad　b．｛Al？al－Akwat　al一翠awalf，

　　Riyadh：Dar　al－Yamama，139411974，本文のpp．3－458Q

81）Kαム晒魏纏η魏励4プαム】勉規伽躍α一朋ε励研環y醐ed．　Anast含s鍛ar宝al－Karmalf，　vol．蟹，Bagh（iad，1931；

　　ed．　Mu摯ibb　ad－Dln　al－Kha㌻ib，　vol．　X，　Cairo：a1－Ma㌻bata　asSal誼ya，136811948；ed．　Mu珍a㎜ad　b．更Al宝al・

　　Akwa疋a1一耳awali，　vol．1・II，　Ca辻o：Ma㌻batat　as－Sunna　al－Mullammadfya，1383－8611964－66。

82）耳amad　al－Jasirε後註84の文献（Biidd　at“Aγab），序文のpp．32－503の説に従う。

83）§21i雇　al－’Ali［β翫4必隻、47α∂，序文のpp．1（｝－31］。また，　Ibn　an－Nad1m［p．81］やYaqat［frsha’d，　R，　p．83］

　　もLughda　al－1§fahanlの著作としてアラビア半島に関する作品を挙げていない。なお，ξlamad　al－

　　Jasir［Bildd　al－tA　rab，序文のp．50］は，　Lughda　al餐fahan£がal－A§matiの著作からこの書の情報の多

　　くを引絹したかも知れないと言う。

84）aL耳asan　b．　cAbd　Allah　al－ISfahani，β滋4認㌧4解δ，　ed．耳amad　al．jasir＆§簸募a1－tA1重，　Riyadh：D欲al．

　　Yam盒ma，138711968，本文のpp．3・417。

85＞Bildd　al－tArab，序文のp．7。

86）as－Sak伽宝とその著名に関しては，　Y2qatの人名辞典［儒磁4，1，1907，　pp．409－10－abmad　b．　al一輩asan

　　b．lsma｛fl　Aba　cAbd　Allah　as－SakanT（sic．　as－Sakatf）－3に従う，恥sayn　Na＄＄ar［at－Turath　al－jughraff

　　al－lughawf　’inda　al・cArab，1吻α砺’泌吻剛ゴ認伽∫必く〃⑳以Baghdad），14，1967，　p．21］の見解を採粥

　　した。岡じYaqatの地名辞典［MuVam，1，p．7他］の中で，アラビア半島各地に関する情報源とし

　　て頻繁に登場するAbQ　“Ubayd　jAllah｝　as・SakanSは，同人物でなかろうか。また，　a1－Bakr1の地名辞

　　典£κル勉知〃z禰惚知勉，　ed．　F．　Wむstenfeld，　vol．1，G6ttingen，1876，　p．5　］には，「丁漁maの由々と

　　諸地」に関する書の著者AbポUbayd｛A瞼hいA㎜b．　Bishr　as－Sakitniが登場するが，別入であろう

　　か。as－S宝r餓の「アラビア半島」はY2qgt£Mu＞’am，王，　pp．7，138；加磁4，贋，　p．86］。　asS智蕊の作品

には，KAs？nti’　1’ibal　at－TiJtt2ma　wa－mafeani－ha写ティハーマの曝々と諸地の名實雛 もあったらしい

　　［Geneviさve　Hurnbert：al－S宝r頷，　E12，　D（，1997，　p．669］。更に，茎bn　an－Nadim£p．ll4］に槌ると，　ibn（或

　　いはAba）al－Ash’athなる人物（tAzaz　b．　al－Faql，4110世紀前半没か）にも，「Makkaとその後背地に

　　ある山②と谷（？）の特質と名前」という作品があるそうだ。

87）al・Azhari，7励4励α磁glzα，　ed．　tAbd　as－Salam　Mullammad｝Haran　et．　al．，15　vols．，　Ca銚o：ad－D含r　al－Mi§rSya

　　D蝕al－Katib　a1一電Arabi，1384－8711964－67。　al－Jawhar2，　Taij　al－lugha勿α一5歪勿々αゲα名α∂むα，　ed．　AbmadτAbd　aL

　　Ghaf（ir　tA＃ar，6vols．，　Cairo：Dar　al－Kitab　al－tArabi，137711957。その他，　Ibn　Durayd（AbO　Bakr

　　M噸㎜ad　b．　a｝Masan　al－Azdi，　3211933年没）のK．　al－lshtiq6q　［ed．ヒAbd　asSala鵬Mu瞬mad　H舗n，

　　Cairo：Mu’assasat　al・Khang盆，1378119581はアラブ諸部族に関する情報を，同著者のκ妙ンz1礁窃認

　　iugha　［3vols．，　Hyderabad　Dec（nn：Da’irat　al－Ma’drif　al－cUthm2nlya，1344－4511925－26］はアラビア半島

　　の地名の読み方を提供する。

88）Mu’nis〔pp．23，56］は彼をアンダルスにおける地理の父でかつ歴史の父と見なしている。　A摯mad

　　ar－Razfの父Muhammad　b．　MaSa　ar－　Rdzf（2731886年没〉は，　Muha磁mad　b．｛Abd　al－Wahhab　al－Ghass盒nS

　　（llO311691年以後）の躍物’必繊ε〃声狩漉勲αムα3〃〔ed．　al－Farid　al－Bustanf，　TetSvan：Mu’assasat　al－

　　∫inral　Franku，1939］によれば，ムスリムによる征服を扱ったK．　ar－Rdydt　g諸軍灘を著したと伝

　　えられるが，Mu’nis［p．29］はこの書を歴史と地理の作品と見なしている。

89）地誌が『アンダルス諸王史£の序というのは，Mu’nis［p．59］やGAS［1，　p．363］などの見解であ

　　る。尤もL6vi－Proven⊆al［a1－Razi，　E．　」．　BrM’s　First　E？tcyclopaedia（of　lstam　1913－193¢voL繊1987，　p，11371

　　はこの諸王史とは別作品と考えているようにも見える。
90）La《DescriptioR　de　1’Espagne》d’Aりmad　a1－RiiZf，　tr，　E．　L6vi－Provenpal，44ん4アz4α伽εX珊，1953，　pp．59－104。

91）Mu’nis［pp．39－40］。　Qaslm　b．　A＄bagh（3401951年没）－A奪mad　ar－Razfの師一とal－Walid　b．　Khayzuran

　　とがPaulus　Orosius著のこの歴史書をラテン語からアラビア語に訳した〔Mu’nis，　p．40］。

92）al－Maqqar2の葡掲書［vol．簸，1861，　p．118］。
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93）ibid．［vol．　li，　pp．112－13］。この作晶は1（砿侭畝々伽g加躍僻ηαアη詔々一々雛イフリーキーヤの諸道と諸

　　圏幽とも呼ばれる。

94）後述するように，彼の父は歴史作品を著しており，彼はal－khitat（エジプト地誌）的要素を含む父

　　の作品の影響を受けて，この匿エジプトの長所」を著したと考えられる。

95）cUmar　al－Kindi，」勉ψ躍ル晦鴛ed．　Ibrah宝m　A阜mad　al－’Adawf＆哩Ali　M晦amlpad　tUmar，　Cairo　：　Mal〈tabat

　　Wahba，1391！1971，　pp．19－710

96）Ibn　Zalaqの7ゼ励々1縢1γωα鴫々肋4芦1¢6は，　Paris　B．　N鍛S　arabe　1816，1817，4727など。なお，　aLkhita重

　　は，tUmar　al－1〈indfの父より前の，既述した王bガAbd　al母aka瓢　（2571891年没）の『エジプト征服

　　史義の申にその原型が見られる。

97）al－Janad宝のK．　Fa4di　’il　al－tvaadtn．aは，　Zahirfya（Damascus）MS／maj．　7116。　al－Uasan　b．　lshaqのκ翫面宕

　　al・lskandaiiyaは，写ahir宝ya　MS加d宝th　163。また，　al－janadiのK．　F“4t2’il　M“kk“｝ま，　lbn　al－Qa＄Sのllキ

　　プラ案内」［下記の註110の第1文献，pp．9，｛14，25，　43－49｝］のほか，　Yaqitt〔1臨ソα規，　H，　p．8G9］な

　　どが書及。その他，前稿a1・Balkhfの項で触れたように，　Ibn　an－NadSm［p．138］はal－Ball〈hlの作届

　　として1く勲4翻漁勲ゴ磁s読γα襯σグ『メッカが他所に対して持つ長所函も挙げているが，Yaqat

　　〔1踏廊4，1，p．143］はal－Balkhfの作品として，1（施のπ＆勲ん窪バルブの長所露も挙げている。

98）至bn　a＄一＄aghfr，、Akhbdi・　al－a’imma　ar－Rir3tamiyin，　ed．　Mu阜alnmad　Na＄ir＆Ibrah宝m　Babaz，　Beirut：Dar　al・

　　Gharb　al－lslami，1986。　AbQ　Zakariya’al－Azdf，7翅r漉海認漁輝鵡ed．　tAlf　Uabiba，　Cairo：al－Majlis　al－A’la

　　li－’sh－Shu’tin　al－lsl2mfya，1387！1967。　an－Narsha｝〈h1，％勲んB盈短1’6，　ed．　Am宝ガAbd　al－Majid　Badawi＆

　　Na§r　Allah　Mubashsh鋤al－Tiraz重，　Calro：D翫al・Ma更arif　138511965。　Muhammad　al－1”ndi，駒碗恥ろed．

　　翠usayn　Na§§ar，　Beirut：1）ar　8ayr負t＆Dar＄adir，137911959。　Ibn　aLQα頁ya，　Tdn”leh顔緬やal－Andoltts，　ed．

　　｛Abd　Allah　Anis　a㌻一Tabbざ，　Beirut：D激an－Nashr　li－’1－Jamitfyln，　1957。1（滋ゐ一鉱2勲庖Qκ海，’α7晒

　　Hasan　b．　Muhammad　b．　ifasan　Qummf，　tartiuman－i　41asan　b．　tAli　b．　Hasan　b．　tAbd　ai－Malik　Qummi，　ed．

　　Sayyid　Jalal　ad－Dfn　Tihrdnf，　Tehran：lntisharat－i　Tus，　A．　H．　1361。また，　as－S2jfの「バスラ史」は，　Yaqat

　　［1頃4ヲ伽z，王，p．90，　H，pp。650，775，ほか］，号Abd　a＄一§amad　al一球m＄iの「ホモス史」は，　Yaqat［MuVam，1，

　　p．787，登，pp．369，611，など］が利用し，’Alf　as・Salamfの置ホラサーン総督蝿は，　Krachkovskiy紅1683

　　やMiquel£p．xxviii〕が地理情報を含む作品として挙げる。その他，　YaqQt　l1吻知規，　N，　p．888］が

　　利用する，Ab蝕s頃q　aLMustaml1（M吻ammad　b．王brahim，4110世紀初期活躍）のK．　Ta　’n”leh　Balfelt

　　「バルブ史」，Ibn　an－Nadim［p．139］が挙げる，耳amza　b．　al・耳asa頁a1－1＄fahan量（3501961年以後没）の

　　K．　lsfalutn｛wa・ahhbdi？・－ltdi「イスファハーンとその歴史」，　Ibn　an－Nadim［p．169］が挙げ，　Yaqat　［Mu）’am，

　　田，p．3631が利用する，　al－1〈halidiyanのK　Afehbar（或いはTa　’rfkh）al－MavasU「モスル史」など，

　　枚挙に事欠かない。

99）著者と作品名はAngela　Codazzi［註102の第1文献］に基づくKrachkovskiy［p．233］やMiquel［pp．xxx，

　　262］に従った。munajjlmはal・ldris2の前掲書［fasc．1，1970（82），p．6］に拠る。

100）著作年代については，Angela　Codazzi〔註102の第1文献，p．380］は2621875年から454！1062隼ま

　　での問とするが，Kamal［皿11，　p．206］は3401950年壊，　Krachkovsldy［p．233］は一応，西暦10世

　　紀，Miquel［pp．xxx，2643は4！10世紀申曉，　Mu’nls［p．197］はヒジュラ暦4世紀，　Fahmi　Sa‘d〔註

　　102の第2文献，p．16］は3441955年と3501961年との問と，それぞれ考える。他方，　Minorsky（b）

　　こp．141］は至s頃qb．　al－ljusaynが多分11世紀に属すると言い，　Ahmad［p。111］もこの作品が西潜11

　　世紀に書かれた可能性もあると言う。

101）Francisco　Castel16　［ed．　＆　Spanish　tS：，　Ur《eik，・al－Aqdk“m》de　Islta（q　ibn　al－Hasan　at－Zayツdt（Tratado　de

　　geegrafut　universal），8arcelona：Universidad　de　Barcelona，1989］であり，　GAS［X，　p．133］も，　Is瞬q

　　b．al一ξ【asan　az・ZayyatのZ）罐7α短g6伽については雷及するが，　Isbaq　b．　al－ljusaynの勲伽認籾勿伽

は挙げておらず，E．　S．＆M．　H．　Kennedy［Geographicai　Coordinaies　of　Localities　from　lslamic　Sources，

　　Frank魚rねm　Maln：InstitUt　fUr　Geschichte　der　Arabisch－lslamischen　Wissenschaften，1987，　p．xxxvil］

1よ，　Is寡aq　b．　al一翠asan　az－Zayy含tのK．　Al？feaM　al－7na，ゴδ，2ノ管4たゴ海γal－madd’in　at－mashhfira．1）i－httU　mafedn　と

　　している。

102）正shaq　b．　al－Uusayn，　Kit2b　Ak2m　al－marjfin　fi　dhikr　al・mada’in　al・mashhara　ff　kull　rnakan　（難compendio
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西暦9・10働紀のアラビア語地理文献について一人文地理を中心に一（2－2）

　　geografico　arabo　di　ls尊aq　ibn　al一翠usayn），ed．　Angela　Codazzi，　Rendice？tti（dedO　R．　Accade？nia　NaZiOuale　dei

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ハ　　Lincei，　Classe　di　scienze　磁oraH，1929，　pp．382・420　　；　王sbaq　b．　al．Husayn，ノ1々凌η2　0ム鋭ζzがδηノ㊧dhiler　al一

　　勉σ廊’勿αム規αs肋灘αβ加μ魏魏伽，ed．　Fahmi　Sa’d，　Beirut：璽Ala孤al－Kutub，140811988，　pp．25－126。

103）例えば，Is頃q　b．　alUasan　az－Zayyat著のK．　Dhiler　al－aqalim　wa－’khtilaf－haとするParis　B．　N．　MS　2186

　　（catalogue　de　Mac　Guckin　de　Slane）［Francisco　Castel16，註101の文献，pp．55－335］では，各地・各都

　　市の説明の前に，「7気候帯とその串（緯度）の叙述」などがあり，at－Turkの地の説明の後に，

　　at・Tughuzghuzの地，　yajajとMa鋤の堰，　a＄一＄fnの地，世界の海洋と島韻，世界の山岳と河用といっ

　　た記述が来ているほか，輩alabの前に耳im＄とAn重akiya，　al－Hindのaz－Zabajの前にas・Sindとal－Hind

　　の記述が入っている。

104）（ML　［SI，p．411］　とMiquel［pp．xxxi，263］0

105）Krachkovskiy£p．241］はdiyaratでは葡萄酒が醸造・販売されており，酒宴を催し，詩歌を楽しむ

　　ことができ，こうした席で詩入たちが詠んだ歌を集めたものが，diyar畿書と呼ばれ，アダブの一

　　つのジャンルを形成したと言う。

106）ash－Shabushtf，αd－1）砂伽鋤ed．（｝血g宝s璽Awwad，　Baghdad：Ma㌻ba’at　al－Ma’arif，1951，本文のpp．3－429．

107）鶏簸KhallikanのK防吻4’必め伽ω磁励グの刃グ薦駕辮のz£ed〆Abd　ar－R的man　b．　Q墳a　a1一電Adaw£＆

　　Na＄r　al－H（irini，　BGlaq，　127511858，　voL　I，　p．　481］は，　ShabushtlのK．αd－f）｛y6r6’をai・Khal至d1頭n著の作

　　品およびAb負’瞳aral　al－1＄fahan宝著の作晶と岡じ題名を持つ，類似の書であると書う。尤も，　al－

　　Khalidlyanの書に関して，　yaqOtはa1－Khalidl（Ab負℃thman）のK．α4・Dむの窃11癬z∂4，簸，p．23］や

　　K．ad－Diyara［lvskad，　VI，　p2G9］，　al－Khalid2yanのKθ4－D加襯［Mu7am，1，p．667］と睡んでいる。ま

　　た，Abポ1－Faraj　a1－1§fahan宝のK．　ad－1）麺漉’はIbn　Khallil〈an£前掲書，vol．王，p．475］やIrsk．ad〔V，

　　p．151］。そして，as－Sari　ar－Ra漁’alMaw§iEのK　ad－Z）iyaraはIbn　Khallikan［前掲書，　vol．1，p．284］

　　や1鱈擁4〔W，p．227］。最後に，　ash－Shimshatlの書はIbn　an－Nad2m［p．154］やIrska4［V，p．376］で

　　は単にK．　ad－D加履となっているが，　G．　CAwwad駐106の文献，序文のpp．4142］に従い，この

　　書の正式名をKαん4伽解wa－’1－atmdirfi　’1－buldtin　wa－Zaqedirと考える。更には，　ibn　an－Nadim［p．84］

　　やli’shdid［Ve，　p．495］によれば，至bn　Ramadan（Mubammad　b．　al－　ljasan　b．　Ramaφan，3501961年以後

　　没）のK　ad－1）iyaraもある。なお，前々稿でも触れた，　Ibn　an－Nadlm［p．97］や／rshtid擁，　p253］

　　が挙げるHisham　b．　M噸㎜ad　b．　as一飴’lb　al－Kalbl（2041819鰐徽〉のκo聯π謝os⑳伽1一

　　うむグwa－　’d－diydrdit　wa・nαsb　al“ib6dlyin郵アル・ヒーラと，教会と修道院の命名と，イバード　（アル・

　　ヒーラのキリスト教徒たち〉の系言灘を，G．　tAwwad〔前掲書，序文のp．36］は修道院を扱う作品

　　の最初に挙げている。

108）Agapius　b．　Qus重anζin　ar－Raml　al－Manbiji，κ磁δαボ翫磁ηαム柳麗々α勲1う∫廊廊協α磁魏〃zαα1一規z磁観θのδム

amvd’alづ’alSafaα乙一窺α3擁d癖3　bi・毎α（id’iqαZ－mdrifa（Agαf）｛㍑S　Ei）重SCOメ）㍑s　Mabb㍑gemSiS，　H沁孟0γ歪α罠短veγsa．lis），

　　ed．　P　L．　Chelkho，　Corpus　Scriptorum　Christianorum　Orientalium，　Scriptores　Arabici　M！5（X），Beirut：

　　Ma奪basat　al－Aba’　al－YasatSyln（E　Typographeo　Catholico），1907（1912）。　at－Tabari，乃ケ勉αアーπ4sz4♂躍α一

1－mtt｛ah（Annales　qu・s　scγゆs詑Abゆ纏γMo箆㈱㌶α肋ゆ顧γαポ翫うaγ・i），ed．　M．　｝．　de　G。eie　et　aい3

　　vols．，　Leiden：E，　J．Briii，1879－1901。　Eutychius，Sa’fd　b．　ai・Bi重rfq，盈毎δ認一距》漁々a9－11zaj’inz2’（EutYCIiii

　　Patn’archae、Alexandrbii　Annales），ed．　L．　Cheikho，2vols．，　Corpus　Scriptorum　Christ三anorum　Orientalium，

　　Scripteres　Arabici　di　16－7，Beirut：Ma£ba’at　a1－Aba’　al・￥asa“fyin，1905・06。　t　Arib　b．　Sa”d　al－Qur；ubi，　＄ilat

　　ル糟肋‘．距δ厩（Tabari　contintcattts），ed．　M．Sde　Goeje，　Leiden：E．　i　Brill，1897。　Mufehta5ar　Ta　’rifeh　at一

　　勲δαπという書名はKamal［m12，　p．644］。　なお，キリスト教徒のAgapius←Mabbab　b．　Qustantin）

　　とEutychius（＝Satld　b．　al・Bitriq）との歴史書は，　al－Mas’adiの『提喬と再考A［p．154］の中で言及

　　されており，ムスリムの問でもよく知られていたようである。
109）Ibn　an－NadSm，　1〈ittib　a9－Fihrist，　ed．　Gustav　FIUgel，　vel．1，　Leipzig：F．　C．　W．　Vogel，1871。　AbG　tAbd　AIIfih　al・

　　Khttwa「azmf，ル毎卿嫌αボ雌2解・ed・G・　van　Vloten，　Leiden：£．　J．8ri11，1895。夏bn　Fari“an，　fawdmit　al－’ulthn，

　　ms．27680f　the　Ahmet蟹Col玉ection　of　the　Topkapi　Sarayi　Library，　lstanbul，　ed．　Fuat　Sezgin，　Frankfurt

　　am　Main：Institut　f倣Geschichte　der　Arabisch一王sla撫ischen　Wisse識schaften，1985。　lbn　“Abd　Rabbih，　al－

　　Yqd　al－fanA4，　ed．　A摯mad　Amln　et　al．，6vols．，　Cairo：Lajnat　at・Ta’lff　wa－’t－Tar］ama　wa－’n－Nashr，1940・53e
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　　at－Tannkhf，　K．αム勘吻δゴ廊偽腐鰯伽，　ed．　Mubammad　az－Zuhn“　al－Ghamrawi，2vols．，　Cairo　l　Ma㌻ba’at

　　al・Hilal，1903。　Ab負翠ayy含n　at－Taw埴d貧，　K　al－lmta’wa－’i－mu’dnasa，　ed．　Al）mad　Arnfn＆A願ad　az－Zaya，

　　3vols．，　Cairo：Lalnat　at一黙’lif　wa・’t－Tarjama　wa－’n－Nashd93944。なお，　Mlquel［pp．xxv，　xxvi，　228－29］

　　は，al－Bayhaqf（lbrdhim　b．　Mu華a㎜ad，2951908年以後没）のα々晦膨ε初獺4甥αs6癬’堅美点と欠

　　点過，al－Washsha’（Abポ鐸ayyib　M的ammad　b．　Abmad　b．　lsbaq　b．　Ya厨a，324／936年頃没）のal－

　　M蜘励3緬醐色壽といったadab書も地理情報を含む作晶として挙げている。
110）Ibn　aLQa＄§，　Kitab　Dala’il　a1－qib玉a（Das　Buch　aber　die　Orientierung　nach　Mekka），　ed．　Fuat　Sezgin，

　　Zeitscゐrift　fde’r　GeschiChte　der盆rabiSch－lslamisch伽n　Wissenschaften，　W，Fran㎞rt　am　Main：lnstitUt鍛
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tietii　wa　’i－tun2d撫度と緯離を，哲学者として有名なal－Far2bl
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